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変化をもたらしたかを大学院生の省察と自己評価から明らかにする。   
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1問題の所在と本研究の目的  
（1）チーム編成の考え方  





































及した部分で，次のとおり使われている。   
「学ぶ意欲や生活習慣の未確立，後を絶たな   
い問題行動など義務教育をめぐる状況には深刻   
なものがある。公立学校に対する不満も少なく   
ない。   
我々の願いは，子どもたちがよく学びよく遊   
び，心身ともに健やかに育っことである。   
そのために，質の高い教師が教える学晩 生   
き生きと活気あふれる学校を実現したい。   
学校の教育九すなわち『学校力』を強化し，  
『教師力』を強化し，それを通じて，子どもた   
ちの『人間力』を豊かに育てることが改革の目   
標である」。  
（中央教育審議会「新しい時代の義務教育を創   
造する」平成17年10月）  
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表1教職専門実習の概要  
実習科目名   内容  日数   
教職専門実習Ⅰ  ○実習を通した研究テーマの検討（課題把握）  附属学校   15日間   
○山村地域の学校での実習体験   連携協力校   5日間  
教職専門実習Ⅱ  
○研究テーマに基づいた実践（D（課題追究）   連携協力校  15日間   
教職専門実習Ⅲ  ○研究テーマに基づいた実践②（課題解決）   連携協力校  10日間   










れるようにした。   
また，学校力開発コースの現職院生に次の3つ  
































○校長，教頭，主幹教諭，学年主任，研究主任な   
どそれぞれ管理的立場にある教員の講話を聞く   
こと。さらに，関連した質問を行うこと。  
○院生それぞれがもっている個人の研究テーマに   
したがって，学校の資料を調査したり，実状を   
観察したりする等の実地調査を行うこと。  
〔実習方法〕  
○コースの異なる院生によるチームを編成して，   
小集団をまとめるリーダーとして行動できる力   




表2 実習時のチーム編成  
実習校名   
配属学年  チーム   リーダー以外のメンバー構成   
第2学年  A   悍習・学閥3名  
山形大学 附属小学校         第4学年  B   障習・現閻1名  障習・学部朝2名  
第5学年  C   障習・現硯1名  障習・学閥2名   
山形大学  附プ・現閻1名  障習・学閥2名  
附属中学校   附プ・現硯1孝一  浮習・瑚硯1名  臣学習・学部朝2名   











表3 個別プログラムの例  
6／29（月）  6／30（火）  7／1（水）  7／2（木）  7／3（金）   
行  歯科検診   月45承345  附属学校連携垂員 会 
歯科検診  、  
額  磯員会議（運動会）  3年実力テスト（訂  
集合8：00  ※朝の仕事内容についてfま、指導教官からの指示を受ける。  
（例〉 あいさつと健康観察、生活ノ｝ト点検、授業準備   
フ！‾リェンテ帥ション  教師の1日  教科指導   教科指導   個人活動  
1             0実習上の注意  主任兼務   授業参観   授業参観  0グル…プ協議  
0実習計画  2－1   3冊3   ′ヱ§．成   
時  教員室   2－1敬重  3－3教室  0学習指導案作成   
指導講話   教師の1日   観′人活動   個人活劇   陶人活動  
2             校長   授栄泰観 1  ○学習指導案作成  ○学習指導案作城  0グル山プ協議   
絞  資料作成  
時   ○学習指導案作成   
1－2教室  
教科指導   教師の1日  指事講静   指導請詣   指導詩話  
3             授策参観   主珪素務   教撃   主幹教諭   研究部長   
梗  皇ふ ′一と  
時   
教科指導   教師の1日   教科指導   細入活動   教科指導  
4             授業参観   授嚢参観  ユ  授業参観  0学習掃希賽作成  授業参観   
校  2－1   －4英語  2－4  2－1   
時  2－1教室  2－4教室  2－1教室  
1－4教室  
個人活動   海人活働   グル山プ協議③  
校  5  0授業実習の説明   
時   1－3教室   
個人活動  グル…プ協議②  レポ脚卜作成①  
6  ○学習指導案作成  0学習指導案の  
絞  検討  ・授業案習  
時  ○修正案琴の整理   
放   グルー鰭プ協議②  
課  ○学習指導寮の  
複  検討  
の  0修正蒸等の整理  
動  
き  
終礼   終礼   終礼   終礼   終礼  
（17：45－17二55）  （17：45－17：55）  （1、7：45－17：55）  （17：45～17：55）  （17ニヰ5～17二55）   
（2）チーム編成を取り入れた実習の  





























































2 方 法   
平成20年度の教職専門実習Ⅰは，平成20年6  












「最高」）で自己評価を行った。   
本研究では，まず，住野ほか（2009）を参考に，  
現職院生の実習日誌における「省察」を手がかり  




3 結果と考察  
（1）「省察」にみられるチーム編成の実際   
ここでは，チームリーダーとなった現職院生が，  
3週間の教育実習を通して，どのような知見を得  




















































の第一の目的である。   
第二の目的は，コースの異なる院生からチーム  
の実習の効果の有無を，学生の自己評価から検討  





は，現場経験のないBさんとCさん2人のス   
トレートマスターとチームを組ませていただ  
いた。中堅教員のDさんも含めて，年下と組  
んだのは初めての経験である。若い2人のス   
トレートマスターと関わる中で，留意してき  
たのは以下の2点である。   
・教員という職業の厳しさとともに，魅力を  
伝えること   
・子どもの見方，とらえ方を伝えること」。  

















とが一番の目的である。彼女たちが主体的に   
参加でき，かつ自己の内面から変容できる話  
し合いとなるように，   
・意識して子どもの姿で語ること   
・ストレートマスターの参加率を高めること  
を意識して事後研を進めた。子どもの事実に  
目を向け，その内面を推し測ることに特化し   
た話し合いにすることで，彼女たちも発言し   
やすくなったと思われる。司会の私と中堅教   
員のDさん，そしてストレートマスターの発  
言比率は50：50くらいになっていたと思う。  
『子どもの内面』を推し測ることで，自分   
の中に『気づき』が生まれ，それが『納得』   
できた時，その教師の内面には確かで揺るが  
ない『変容』が生まれるものと考える」。  









































三の自己評   
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図2 学部卒院生における自己評価の変化  






















後の評価差に有意な傾向がみられた。   
学部卒院生が実習体験によってカリキュラムの  
理解や授業づくり，指導形態・方法の工夫，ある   
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項目11：豊かなコミュニケーション能力を持ち，地域住   
民や保護者との信頼関係を構築できる。  
項目12：教育実践者としての自己を反省的に捉え，学   
び続ける姿勢を持つことができる。  
引用・参考文献  
中央教育審議会（2005）：『新しい時代の義務教育   
を創造する（答申），平成17年10月26日』．  
吉良英・佐藤静一・篠原弘章（1974）：「教育実習   
体験に関する研究「教師観及び教職意識の変化   
－」，『熊本大学教育学部紀要（人文科学）乱 第   
23号，pp．166－182．  
レイヴ，J．・ウニンガー，E．，（佐伯脾訳）   
（1993）：『状況に埋め込まれた学習＋正統的周   
辺参加－－』，産業図書  
佐藤静一・井島志保里（1976）：「教育実習体験に   
関する教育心理学的研究「教育実習体験の変化   
過程－」，『熊本大学教育学部紀要（人文科学）』，   
第25号，pp．311－342．  
住野好久・黒崎東洋郎・小野接男・橋ケ谷佳正・   
笠原和彦・中尾道子・仲失明孝・山崎光洋・渡   
遽淳一・泊直希・横山真由子・近藤勲（2009）：   
「岡山大学教職大学院における新卒院生の課題   
発見実習とその成果に関する研究」，『日本教育   
大学協会研究年報』，第27集，pp．175－190．  
吉田道雄・佐藤静一（1991）：「教育実習生の児童   
に対する認知の変イヒ「実習前，実習中，実習後   
の『子ども観』の変イ虹」，『日本教育工学雑誌』，   
第15巻，第2号，pp．93－99．  
【資料2】   
学習開発コースの学部卒院生を対象にした到達   
指標  
項目1：児童生徒の発達段階を踏まえながら，一人ひと   
りを理解しようとできる。  
項目2：児童生徒を尊重し，子どもの多様な可能性に対   
して，期待を持つことができる。  
項目3：児童生徒の個性を把握して，それぞれの発達   
を引き出すような豊かな人間関係を考究できる。  
項目4：望ましい集団の実現をめざして，児童生徒の自   
己実現を図るような指導ができる。  
項目5：お互いの信頼関係を構築するため，多くの場で   
積極的に児童生徒と関わることができる。  
項目6：コミュニケーション能力を持ち，多様な個性を踏   
まえ，児童生徒とコミュニケーションを図ることができ   
る。  
項目7：相互に学び合い育ち合う関係を形成する学級   
経営について理解できる。  
項目8：児童生徒の実態や学級の状況を適切に把握し   
経営プランを考えることができる。  
項目9：担当学年についての見通しを持ち，適切な目   
標を設定することができる。  
項目10：各学校の特色や児童生徒の学習状況を踏まえ   
たカリキュラムの開発と評価を行うことができる。  
項目11：教科等の内容に関わる専門的・体系的な知識   
を有し，担当学年の内容にふさわしい教材を開発す   
ることができる。  
項目12：開発した教材を実践し，その評価をもとに改善   
を行うことができる。  
項目13：確かな学力の保証のために，効果的な指導の   
方法や形態の工夫ができる。  
項目14：指導方法や形態に関する知識を有し，それを   
踏まえて適切に活用し実践することができる。  
項目15：児童生徒の学習状況や履歴について，適切に   
評価を行うことができる。  
項目16：評価の結果をもとに，学習の改善のための工   
夫を行うことができる。  
【資料1】   
学校力開発コースの現職院生を対象にした到達   
指標  
項目1：学校の本質的課題や現代学校改革等との関連   
で，教員のあるべき目標を設定し，説明できる。  
項目2：社会人としての判断力と行動力を持ち，全体の   
奉仕者としての高い倫理観を持つことができる。  
項目3：地域との関連における学校・学校教育の役割を   
深く理解できる。  
項目4：学校を拠点とした地域の教育力を高める取組み   
をすることができる。  
項目5：学校や学級の教育活動を進める上で想定され   
る危機状況を理解し，対応できる。  
項目6：学校を安全な環境として保つことができる。  




項目9：学校の実状や課題を理解し，適切な経営を行う   
計画を立てることができる。  
項目10：組織マネジメントに関する知識や知見を活用   
し，学校の教育活動をリードできる。  
注）到達指標（評価項目）は，本研究科がコースお   
よび学部卒・現職別に設定する「教員像（教育目   
標）」「求められる資質能力」から具体化した到達   
目標である。到達目標は実際の学校現場での実施   
内容として記述している。実際の評価は，学修に   
よって，到達目標の記述した内容に係る資質能力   
が身に付いたかを評価する。   
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